
○

R 年 月 日 ～ R 年 月 日

（ ）

円

（ ）

全体の決算額を把握していない

令和６年度補助金調書 Ｎo. 9-1

担当課 スポーツ推進課 室・部・局 協働推進部 予算事業コード 142450

１　補助金の内容　【ＰＬＡＮ】

①補助金の名称 関市スポーツ協会活動事業補助金
分
類

(1)一般補助金(団体等への補助金など)

(2)事業補助金(団体等事業に対する補助金など)

②支出の根拠 関市スポーツ協会活動事業補助金交付要綱
(3)個人に対する補助金

(4)その他

千円

県の負担あり 負担割合 負担額 千円

③支出先 一般財団法人　関市スポーツ協会

④国・県の負担 ○なし
国の負担あり 負担割合 負担額

意　図 スポーツ団体の育成と組織強化を推進する という状態にする

⑥期間 6 4 1 7 3 31

⑤支出の目的

対　象 一般財団法人　関市スポーツ協会 に対して

手　段
スポーツの普及、復興を図るために実施する事業費に対する助
成

を行うことで

受益者 関市スポーツ協会加盟団体 が（を）

補助開始年度 昭和 25 年度

⑦事務局体制 主に市の担当課 ○ 主に支出先団体

①補助金の額
      （千円）

R4決算 R5決算 R6決算 R7予算

その他

⑧構成員の負担 負担なし ○ 負担あり 負担額 1団体 あたり

9,800 12,000 13,000 13,000

単価を定めている→算式

○

20,000

会員1人　あたり　500円

２　実績（見込み）　【ＤＯ】

定額補助 その他

有 概算払 前金払

補助率を定めている→補助率

②過去における
　見直し状況

令和4年度は、100周年に向けてのプレ大会等により増額。令和5年度は、100周年記念企画を行うため増額。
令和6年度以降は、スポーツ少年団業務を委託したことにより業務量が増加したため、増額。

③支出先の決算
　の状況

決算額(全体) R6歳入 68,630 千円 R6歳出 71,537 千円 翌年度繰越額 △ 2,907 千円

決算額(事業) R6歳入 千円 R6歳出 千円 翌年度繰越額 0 千円

R6歳入に占める補助金の割合 18.9 ％ 非該当

３　事後評価　【ＣＨＥＣＫ】

評価項目 担当課による評価 担当課の課題

①妥当性
補助することが適当か 適切

類似の補助金はあるか(あれば名称) なし

交付先の事業成果は向上しているか 向上している

補助を休止・廃止した場合の影響は 大きい

②効率性
交付先の事業実績を把握しているか 把握している

支出額・補助率は適正か 適正

４　今後の方向性・課題　【ＡＣＴＩＯＮ】

①方　　向　　性
　（複数選択可）

○ １現状のまま継続 　 ２補助内容を見直す

③有効性

補助の目的は達成できているか 達成できている

②課　　　　　題
　（改善状況等）

３縮小・減額を検討

４統合を検討 ５終期を設定 ６休止・廃止を検討



○

R 年 月 日 ～ R 年 月 日

（ ）

円

（ ）

全体の決算額を把握していない

令和６年度補助金調書 Ｎo. 9-2

担当課 スポーツ推進課 室・部・局 協働推進部 予算事業コード 142450

１　補助金の内容　【ＰＬＡＮ】

①補助金の名称 関市スポーツ少年団育成事業補助金
分
類

(1)一般補助金(団体等への補助金など)

(2)事業補助金(団体等事業に対する補助金など)

②支出の根拠 関市スポーツ少年団育成事業補助金交付要綱
(3)個人に対する補助金

(4)その他

千円

県の負担あり 負担割合 負担額 千円

③支出先 関市スポーツ少年団

④国・県の負担 ○なし
国の負担あり 負担割合 負担額

意　図
青少年の心身の健全な育成に寄与する育成事業を支援でき、
スポーツ少年団活動の目的を達成し、継続する

という状態にする

⑥期間 6 4 1 7 3 31

⑤支出の目的

対　象 関市スポーツ少年団 に対して

手　段 関市スポーツ少年団の実施する育成事業支援 を行うことで

受益者 関市スポーツ少年団 が（を）

補助開始年度 昭和 50 年度

⑦事務局体制 主に市の担当課 ○ 主に支出先団体

①補助金の額
      （千円）

R4決算 R5決算 R6決算 R7予算

その他

⑧構成員の負担 負担なし ○ 負担あり 負担額 指導員1人あたり

2,200 2,200 2,200 2,465

単価を定めている→算式

○

1,000

団員1人　あたり　500円

２　実績（見込み）　【ＤＯ】

定額補助 その他

有 概算払 前金払

補助率を定めている→補助率

②過去における
　見直し状況

例年2,200千円の補助だが、令和7年度は日独同時交流事業の担当であるため、増額。

③支出先の決算
　の状況

決算額(全体) R6歳入 3,355 千円 R6歳出 2,992 千円 翌年度繰越額 363 千円

決算額(事業) R6歳入 千円 R6歳出 千円 翌年度繰越額 0 千円

R6歳入に占める補助金の割合 65.6 ％ 非該当

３　事後評価　【ＣＨＥＣＫ】

評価項目 担当課による評価 担当課の課題

①妥当性
補助することが適当か 適切

類似の補助金はあるか(あれば名称) なし

交付先の事業成果は向上しているか 向上している

補助を休止・廃止した場合の影響は 大きい

②効率性
交付先の事業実績を把握しているか 把握している

支出額・補助率は適正か 適正

４　今後の方向性・課題　【ＡＣＴＩＯＮ】

①方　　向　　性
　（複数選択可）

１現状のまま継続 　 ２補助内容を見直す

③有効性

補助の目的は達成できているか 達成できている

②課　　　　　題
　（改善状況等）

日独同時交流事業終了後は、2,200千円に減額予定。

○ ３縮小・減額を検討

４統合を検討 ５終期を設定 ６休止・廃止を検討



○

R 年 月 日 ～ R 年 月 日

（ ）

円

（ ）

全体の決算額を把握していない

令和６年度補助金調書 Ｎo. 9-3

担当課 スポーツ推進課 室・部・局 協働推進部 予算事業コード 142450

１　補助金の内容　【ＰＬＡＮ】

①補助金の名称 関市地区スポーツ推進事業補助金
分
類

(1)一般補助金(団体等への補助金など)

(2)事業補助金(団体等事業に対する補助金など)

②支出の根拠 関市地区スポーツ推進事業補助金交付要綱
(3)個人に対する補助金

(4)その他

千円

県の負担あり 負担割合 負担額 千円

③支出先 各申請団体

④国・県の負担 ○なし
国の負担あり 負担割合 負担額

意　図 自治会等の構成員の親睦、体力向上及び健康の増進を図る という状態にする

⑥期間 6 4 1 7 3 31

⑤支出の目的

対　象 市内の自治会等 に対して

手　段 市区運動会、軽スポーツ大会への助成 を行うことで

受益者 市民 が（を）

補助開始年度 昭和 51 年度

⑦事務局体制 主に市の担当課 ○ 主に支出先団体

①補助金の額
      （千円）

R4決算 R5決算 R6決算 R7予算

その他

⑧構成員の負担 ○ 負担なし 負担あり 負担額 あたり

160 290 360 900

単価を定めている→算式

○

２　実績（見込み）　【ＤＯ】

定額補助 その他

概算払 前金払

補助率を定めている→補助率

②過去における
　見直し状況

③支出先の決算
　の状況

決算額(全体) R6歳入 千円 R6歳出 千円 翌年度繰越額 0 千円

決算額(事業) R6歳入 1,016 千円 R6歳出 1,016 千円 翌年度繰越額 0 千円

R6歳入に占める補助金の割合 35.4 ％ ○ 非該当

３　事後評価　【ＣＨＥＣＫ】

評価項目 担当課による評価 担当課の課題

①妥当性
補助することが適当か 適切

類似の補助金はあるか(あれば名称) なし

交付先の事業成果は向上しているか 向上している

補助を休止・廃止した場合の影響は 大きい

②効率性
交付先の事業実績を把握しているか 把握している

支出額・補助率は適正か 適正

４　今後の方向性・課題　【ＡＣＴＩＯＮ】

①方　　向　　性
　（複数選択可）

○ １現状のまま継続 ２補助内容を見直す

③有効性

補助の目的は達成できているか 達成できている

②課　　　　　題
　（改善状況等）

３縮小・減額を検討

４統合を検討 ５終期を設定 ６休止・廃止を検討



○

R 年 月 日 ～ R 年 月 日

（ ）

円

（ ）

全体の決算額を把握していない

令和６年度補助金調書 Ｎo. 9-4

担当課 スポーツ推進課 室・部・局 協働推進部 予算事業コード 142450

１　補助金の内容　【ＰＬＡＮ】

①補助金の名称 関市駅伝競走大会事業補助金
分
類

(1)一般補助金(団体等への補助金など)

(2)事業補助金(団体等事業に対する補助金など)

②支出の根拠 関市スポーツイベント開催補助金交付要綱
(3)個人に対する補助金

(4)その他

千円

県の負担あり 負担割合 負担額 千円

③支出先 関市駅伝競走大会実行委員会

④国・県の負担 ○なし
国の負担あり 負担割合 負担額

意　図 生涯スポーツの立場から、市民の体力向上と相互の親睦を図る という状態にする

⑥期間 6 9 4 7 3 14

⑤支出の目的

対　象 関市駅伝競走大会実行委員会 に対して

手　段 関市駅伝競走大会開催費補助 を行うことで

受益者 市民 が（を）

補助開始年度 昭和 56 年度

⑦事務局体制 ○ 主に市の担当課 主に支出先団体

①補助金の額
      （千円）

R4決算 R5決算 R6決算 R7予算

その他

⑧構成員の負担 ○ 負担なし 負担あり 負担額 あたり

33 2,000 2,300 3,000

単価を定めている→算式

○

２　実績（見込み）　【ＤＯ】

定額補助 その他

有 概算払 前金払

補助率を定めている→補助率

②過去における
　見直し状況

令和2,3,4年度は新型ｺﾛﾅｳｲﾙｽにより中止のため支出減。5,6年度は中池周回コースのため予算と比べて支出
減。
7年度は当初予算時から中池周回コースを見込んで算出したため、6年度までと比べて予算減。

③支出先の決算
　の状況

決算額(全体) R6歳入 2,724 千円 R6歳出 2,634 千円 翌年度繰越額 90 千円

決算額(事業) R6歳入 2,724 千円 R6歳出 2,634 千円 翌年度繰越額 90 千円

R6歳入に占める補助金の割合 84.4 ％ 非該当

３　事後評価　【ＣＨＥＣＫ】

評価項目 担当課による評価 担当課の課題

①妥当性
補助することが適当か 適切

類似の補助金はあるか(あれば名称) なし

交付先の事業成果は向上しているか 向上している

補助を休止・廃止した場合の影響は 大きい

②効率性
交付先の事業実績を把握しているか 把握している

支出額・補助率は適正か 適正

４　今後の方向性・課題　【ＡＣＴＩＯＮ】

①方　　向　　性
　（複数選択可）

○ １現状のまま継続 　 ２補助内容を見直す

③有効性

補助の目的は達成できているか 達成できている

②課　　　　　題
　（改善状況等）

令和8年度は7年度の予算と同額で今後も継続予定だが、計測業務委託を継続や警備業務の
値上がりなど、様々な経費を考慮し、今後見直す可能性がある。

３縮小・減額を検討

４統合を検討 ５終期を設定 ６休止・廃止を検討



○

R 年 月 日 ～ R 年 月 日

（ ）

円

（ ）

全体の決算額を把握していない

令和６年度補助金調書 Ｎo. 9-5

担当課 スポーツ推進課 室・部・局 協働推進部 予算事業コード 142450

１　補助金の内容　【ＰＬＡＮ】

①補助金の名称 刃物のまち関シティマラソン事業補助金
分
類

(1)一般補助金(団体等への補助金など)

(2)事業補助金(団体等事業に対する補助金など)

②支出の根拠 関市スポーツイベント開催補助金交付要綱
(3)個人に対する補助金

(4)その他

千円

県の負担あり 負担割合 負担額 千円

③支出先 刃物のまち関シティマラソン実行委員会

④国・県の負担 ○なし
国の負担あり 負担割合 負担額

意　図 生涯スポーツの立場から、市民の体力向上と相互の親睦を図る という状態にする

⑥期間 6 4 1 7 3 31

⑤支出の目的

対　象 刃物のまち関シティマラソン実行委員会 に対して

手　段 刃物のまち関シティマラソン開催費補助 を行うことで

受益者 大会参加者 が（を）

補助開始年度 平成 6 年度

⑦事務局体制 ○ 主に市の担当課 主に支出先団体

①補助金の額
      （千円）

R4決算 R5決算 R6決算 R7予算

その他

⑧構成員の負担 ○ 負担なし 負担あり 負担額 あたり

7,887 9,900 9,758 10,000

単価を定めている→算式

○

２　実績（見込み）　【ＤＯ】

定額補助 その他

有 概算払 前金払

補助率を定めている→補助率

②過去における
　見直し状況

近年、参加者が定員に達しず、警備委託等の経費の値上がりもあり、増額しないと運営することができな
かった。そのため、4,5,6年度と続けて補助金を増額しているが、7年度は6年度と同額の予算とした。

③支出先の決算
　の状況

決算額(全体) R6歳入 21,151 千円 R6歳出 21,151 千円 翌年度繰越額 0 千円

決算額(事業) R6歳入 21,151 千円 R6歳出 21,151 千円 翌年度繰越額 0 千円

R6歳入に占める補助金の割合 46.1 ％ 非該当

３　事後評価　【ＣＨＥＣＫ】

評価項目 担当課による評価 担当課の課題

①妥当性
補助することが適当か 適切

類似の補助金はあるか(あれば名称) なし

交付先の事業成果は向上しているか 向上している

補助を休止・廃止した場合の影響は 大きい

②効率性
交付先の事業実績を把握しているか 把握している

支出額・補助率は適正か 適正

４　今後の方向性・課題　【ＡＣＴＩＯＮ】

①方　　向　　性
　（複数選択可）

１現状のまま継続 ○ ２補助内容を見直す

③有効性

補助の目的は達成できているか 達成できている

②課　　　　　題
　（改善状況等）

今後も警備委託費等の経費が値上がりすると予想される。今後の開催内容についても検討
中であるため、状況に合わせて補助金額を見直す必要がある。

３縮小・減額を検討

４統合を検討 ５終期を設定 ６休止・廃止を検討



○

R 年 月 日 ～ R 年 月 日

（ ）

円

（ ）

全体の決算額を把握していない

令和６年度補助金調書 Ｎo. 9-6

担当課 スポーツ推進課 室・部・局 協働推進部 予算事業コード 142450

１　補助金の内容　【ＰＬＡＮ】

①補助金の名称 せきサイクル・ツーリング事業補助金
分
類

(1)一般補助金(団体等への補助金など)

(2)事業補助金(団体等事業に対する補助金など)

②支出の根拠 関市スポーツイベント開催補助金交付要綱
(3)個人に対する補助金

(4)その他

千円

県の負担あり 負担割合 負担額 千円

③支出先 せきサイクル・ツーリング実行委員会

④国・県の負担 ○なし
国の負担あり 負担割合 負担額

意　図
関市の自然を楽しみながら、チェックポイントでは地元の特産
品のおもてなしで関市のPRをし、スポーツ推進に努める

という状態にする

⑥期間 6 2 19 7 2 20

⑤支出の目的

対　象 せきサイクル・ツーリング実行委員会 に対して

手　段 せきサイクル・ツーリング開催費補助 を行うことで

受益者 参加者 が（を）

補助開始年度 平成 25 年度

⑦事務局体制 ○ 主に市の担当課 主に支出先団体

①補助金の額
      （千円）

R4決算 R5決算 R6決算 R7予算

その他

⑧構成員の負担 ○ 負担なし 負担あり 負担額 あたり

1,750 3,800 2,000 2,000

単価を定めている→算式

○

２　実績（見込み）　【ＤＯ】

定額補助 その他

有 概算払 前金払

補助率を定めている→補助率

②過去における
　見直し状況

令和4年度は予算が3,500千円見込んであったが、板取のみ開催したため支出は半額。
令和6年度より年1回の開催とし、板取・上之保を隔年開催とするため、予算減。

③支出先の決算
　の状況

決算額(全体) R6歳入 4,597 千円 R6歳出 4,503 千円 翌年度繰越額 94 千円

決算額(事業) R6歳入 4,597 千円 R6歳出 4,503 千円 翌年度繰越額 94 千円

R6歳入に占める補助金の割合 43.5 ％ 非該当

３　事後評価　【ＣＨＥＣＫ】

評価項目 担当課による評価 担当課の課題

①妥当性
補助することが適当か 適切

類似の補助金はあるか(あれば名称) なし

交付先の事業成果は向上しているか 向上している

補助を休止・廃止した場合の影響は 大きい

②効率性
交付先の事業実績を把握しているか 把握している

支出額・補助率は適正か 適正

４　今後の方向性・課題　【ＡＣＴＩＯＮ】

①方　　向　　性
　（複数選択可）

１現状のまま継続 ○ ２補助内容を見直す

③有効性

補助の目的は達成できているか 達成できている

②課　　　　　題
　（改善状況等）

今後、おもてなしの価格高騰や、隔年開催の影響による参加者の減少が予想されるため、
状況に合わせて補助金額を見直す必要がある。

３縮小・減額を検討

４統合を検討 ５終期を設定 ６休止・廃止を検討



○

R 年 月 日 ～ R 年 月 日

（ ）

円

（ ）

全体の決算額を把握していない

令和６年度補助金調書 Ｎo. 9-7

担当課 スポーツ推進課 室・部・局 協働推進部 予算事業コード 142450

１　補助金の内容　【ＰＬＡＮ】

①補助金の名称 自然と冒険スポーツ村開催補助金
分
類

(1)一般補助金(団体等への補助金など)

(2)事業補助金(団体等事業に対する補助金など)

②支出の根拠 関市スポーツイベント開催補助金交付要綱
(3)個人に対する補助金

(4)その他

千円

県の負担あり 負担割合 負担額 千円

③支出先 自然と冒険スポーツ村実行委員会

④国・県の負担 ○なし
国の負担あり 負担割合 負担額

意　図
人と人、人と自然のふれあいの場を提供し、交流による地域の
活性化と青少年の健全な育成に寄与する

という状態にする

⑥期間 6 4 1 7 3 31

⑤支出の目的

対　象 自然と冒険スポーツ村実行委員会 に対して

手　段 各種競技開催費補助 を行うことで

受益者 参加者 が（を）

補助開始年度 平成 17 年度

⑦事務局体制 ○ 主に市の担当課 主に支出先団体

①補助金の額
      （千円）

R4決算 R5決算 R6決算 R7予算

その他

⑧構成員の負担 ○ 負担なし 負担あり 負担額 あたり

287 572 537 600

単価を定めている→算式

○

２　実績（見込み）　【ＤＯ】

定額補助 その他

有 概算払 前金払

補助率を定めている→補助率

②過去における
　見直し状況

令和7年度からバイクトライアル競技が廃止となるが、デモンストレーションイベントを開催するため、こ
れまでと同額とした。

③支出先の決算
　の状況

決算額(全体) R6歳入 717 千円 R6歳出 717 千円 翌年度繰越額 0 千円

決算額(事業) R6歳入 717 千円 R6歳出 717 千円 翌年度繰越額 0 千円

R6歳入に占める補助金の割合 74.9 ％ 非該当

３　事後評価　【ＣＨＥＣＫ】

評価項目 担当課による評価 担当課の課題

①妥当性
補助することが適当か 適切

類似の補助金はあるか(あれば名称) なし

交付先の事業成果は向上しているか 向上している

補助を休止・廃止した場合の影響は 大きい

②効率性
交付先の事業実績を把握しているか 把握している

支出額・補助率は適正か 適正

４　今後の方向性・課題　【ＡＣＴＩＯＮ】

①方　　向　　性
　（複数選択可）

１現状のまま継続 　 ２補助内容を見直す

③有効性

補助の目的は達成できているか 達成できている

②課　　　　　題
　（改善状況等）

令和8年度以降はバスケットボール大会のみの予定であるため、補助金の減額を検討して
いる。

○ ３縮小・減額を検討

４統合を検討 ５終期を設定 ６休止・廃止を検討



○

R 年 月 日 ～ R 年 月 日

（ ）

円

（ ）

全体の決算額を把握していない

令和６年度補助金調書 Ｎo. 9-8

担当課 スポーツ推進課 室・部・局 協働推進部 予算事業コード 142450

１　補助金の内容　【ＰＬＡＮ】

①補助金の名称 レクリエーション協会事業補助金
分
類

(1)一般補助金(団体等への補助金など)

(2)事業補助金(団体等事業に対する補助金など)

②支出の根拠 関市スポーツイベント開催補助金交付要綱
(3)個人に対する補助金

(4)その他

千円

県の負担あり 負担割合 負担額 千円

③支出先 関市レクリエーション協会

④国・県の負担 ○なし
国の負担あり 負担割合 負担額

意　図
スポーツやレクリエーションに親しみ、体・心・頭の健康の増
進を図ることで、市民の豊かな生活の形成につなげる

という状態にする

⑥期間 6 4 1 7 3 31

⑤支出の目的

対　象 関市レクリエーション協会 に対して

手　段 レクリエーション事業の開催及び運営費の補助 を行うことで

受益者 市民 が（を）

補助開始年度 令和 3 年度

⑦事務局体制 主に市の担当課 ○ 主に支出先団体

①補助金の額
      （千円）

R4決算 R5決算 R6決算 R7予算

その他

⑧構成員の負担 　 負担なし ○ 負担あり 負担額 1人 あたり

200 200 200 350

単価を定めている→算式

○

1,000

　　　　　1団体　あたり　3,000円

２　実績（見込み）　【ＤＯ】

定額補助 その他

有 概算払 前金払

補助率を定めている→補助率

②過去における
　見直し状況

例年200千円を補助していたが、協会より事業拡大のための補助金増額要望があり、令和7年度は150千円増額。

③支出先の決算
　の状況

決算額(全体) R6歳入 317 千円 R6歳出 317 千円 翌年度繰越額 0 千円

決算額(事業) R6歳入 317 千円 R6歳出 317 千円 翌年度繰越額 0 千円

R6歳入に占める補助金の割合 63.1 ％ 非該当

３　事後評価　【ＣＨＥＣＫ】

評価項目 担当課による評価 担当課の課題

①妥当性
補助することが適当か 適切

類似の補助金はあるか(あれば名称) なし

交付先の事業成果は向上しているか 向上している

補助を休止・廃止した場合の影響は 大きい

②効率性
交付先の事業実績を把握しているか 把握している

支出額・補助率は適正か 適正

４　今後の方向性・課題　【ＡＣＴＩＯＮ】

①方　　向　　性
　（複数選択可）

○ １現状のまま継続 ２補助内容を見直す

③有効性

補助の目的は達成できているか 達成できている

②課　　　　　題
　（改善状況等）

３縮小・減額を検討

４統合を検討 ５終期を設定 ６休止・廃止を検討



○

R 年 月 日 ～ R 年 月 日

（ ）

円

（ ）

全体の決算額を把握していない

令和６年度補助金調書 Ｎo. 9-9

担当課 スポーツ推進課 室・部・局 協働推進部 予算事業コード 142450

１　補助金の内容　【ＰＬＡＮ】

①補助金の名称 ふどうの森トレイルラン事業補助金
分
類

(1)一般補助金(団体等への補助金など)

(2)事業補助金(団体等事業に対する補助金など)

②支出の根拠 関市スポーツイベント開催補助金交付要綱
(3)個人に対する補助金

(4)その他

千円

県の負担あり 負担割合 負担額 千円

③支出先 ふどうの森トレイルラン実行委員会

④国・県の負担 ○なし
国の負担あり 負担割合 負担額

意　図 自然環境との関わり方や健康維持への理解を深める という状態にする

⑥期間 5 8 21 6 7 18

⑤支出の目的

対　象 ふどうの森トレイルラン実行委員会 に対して

手　段 ふどうの森トレイルラン開催費補助 を行うことで

受益者 参加者 が（を）

補助開始年度 令和 5 年度

⑦事務局体制 主に市の担当課 ○ 主に支出先団体

①補助金の額
      （千円）

R4決算 R5決算 R6決算 R7予算

その他

⑧構成員の負担 ○ 負担なし 負担あり 負担額 あたり

― 300 300 300

単価を定めている→算式

○

２　実績（見込み）　【ＤＯ】

定額補助 その他

有 概算払 前金払

補助率を定めている→補助率

②過去における
　見直し状況

③支出先の決算
　の状況

決算額(全体) R6歳入 4,783 千円 R6歳出 4,639 千円 翌年度繰越額 144 千円

決算額(事業) R6歳入 4,783 千円 R6歳出 4,639 千円 翌年度繰越額 144 千円

R6歳入に占める補助金の割合 6.3 ％ 非該当

３　事後評価　【ＣＨＥＣＫ】

評価項目 担当課による評価 担当課の課題

①妥当性
補助することが適当か 適切

類似の補助金はあるか(あれば名称) なし

交付先の事業成果は向上しているか 向上している

補助を休止・廃止した場合の影響は 大きい

②効率性
交付先の事業実績を把握しているか 把握している

支出額・補助率は適正か 適正

４　今後の方向性・課題　【ＡＣＴＩＯＮ】

①方　　向　　性
　（複数選択可）

○ １現状のまま継続 ２補助内容を見直す

③有効性

補助の目的は達成できているか 達成できている

②課　　　　　題
　（改善状況等）

３縮小・減額を検討

４統合を検討 ５終期を設定 ６休止・廃止を検討



○

R 年 月 日 ～ R 年 月 日

（ ）

円

（ ）

全体の決算額を把握していない

令和６年度補助金調書 Ｎo. 9-10

担当課 スポーツ推進課 室・部・局 協働推進部 予算事業コード 142450

１　補助金の内容　【ＰＬＡＮ】

①補助金の名称 ３Ｘ３ＭＵＧＥＧＡＷＡ事業補助金
分
類

(1)一般補助金(団体等への補助金など)

(2)事業補助金(団体等事業に対する補助金など)

②支出の根拠 関市スポーツイベント開催補助金交付要綱
(3)個人に対する補助金

(4)その他

千円

県の負担あり 負担割合 負担額 千円

③支出先 ３Ｘ３ＭＵＧＥＧＡＷＡ実行委員会

④国・県の負担 ○なし
国の負担あり 負担割合 負担額

意　図
３Ｘ３を通じて、交流による地域の活性化と市民の体力向上や
スポーツ推進に努める

という状態にする

⑥期間 6 7 4 7 2 7

⑤支出の目的

対　象 ３Ｘ３ＭＵＧＥＧＡＷＡ実行委員会 に対して

手　段 ３Ｘ３ＭＵＧＥＧＡＷＡ開催費補助 を行うことで

受益者 参加者 が（を）

補助開始年度 令和 6 年度

⑦事務局体制 ○ 主に市の担当課 主に支出先団体

①補助金の額
      （千円）

R4決算 R5決算 R6決算 R7予算

その他 武芸川事務所

⑧構成員の負担 ○ 負担なし 負担あり 負担額 あたり

― ― 493 500

単価を定めている→算式

○

２　実績（見込み）　【ＤＯ】

定額補助 その他

有 概算払 前金払

補助率を定めている→補助率

②過去における
　見直し状況

③支出先の決算
　の状況

決算額(全体) R6歳入 724 千円 R6歳出 717 千円 翌年度繰越額 7 千円

決算額(事業) R6歳入 724 千円 R6歳出 717 千円 翌年度繰越額 7 千円

R6歳入に占める補助金の割合 68.1 ％ 非該当

３　事後評価　【ＣＨＥＣＫ】

評価項目 担当課による評価 担当課の課題

①妥当性
補助することが適当か 適切

類似の補助金はあるか(あれば名称) なし

交付先の事業成果は向上しているか 向上している

補助を休止・廃止した場合の影響は 大きい

②効率性
交付先の事業実績を把握しているか 把握している

支出額・補助率は適正か 適正

４　今後の方向性・課題　【ＡＣＴＩＯＮ】

①方　　向　　性
　（複数選択可）

○ １現状のまま継続 ２補助内容を見直す

③有効性

補助の目的は達成できているか 達成できている

②課　　　　　題
　（改善状況等）

３縮小・減額を検討

４統合を検討 ５終期を設定 ６休止・廃止を検討



○

○

R 年 月 日 ～ R 年 月 日

（ ）

円

（ ）

全体の決算額を把握していない

令和６年度補助金調書 Ｎo. 9-11

担当課 スポーツ推進課 室・部・局 協働推進部 予算事業コード 142500

１　補助金の内容　【ＰＬＡＮ】

①補助金の名称 ねんりんピック事業補助金
分
類

(1)一般補助金(団体等への補助金など)

(2)事業補助金(団体等事業に対する補助金など)

②支出の根拠 関市スポーツイベント開催補助金交付要綱
(3)個人に対する補助金

(4)その他

千円

県の負担あり 負担割合 1/2～10/10 負担額 1,364 千円

③支出先 ねんりんピック岐阜２０２５関市実行委員会

④国・県の負担 　なし
国の負担あり 負担割合 負担額

意　図
ねんりんピックはばたけ鳥取２０２４への視察調査や剣道競技リハー
サル大会の実施、広報啓発グッズの作成等を行い、開催に向けた準備
を進める

という状態にする

⑥期間 6 4 1 7 3 31

⑤支出の目的

対　象 ねんりんピック岐阜２０２５関市実行委員会 に対して

手　段 ねんりんピック岐阜２０２５開催準備費補助 を行うことで

受益者 ねんりんピック岐阜２０２５関市実行委員会 が（を）

補助開始年度 令和 6 年度

⑦事務局体制 ○ 主に市の担当課 主に支出先団体

①補助金の額
      （千円）

R4決算 R5決算 R6決算 R7予算

その他

⑧構成員の負担 ○ 負担なし 負担あり 負担額 あたり

― ― 2,200 34,825

単価を定めている→算式

○

２　実績（見込み）　【ＤＯ】

定額補助 その他

有 概算払 前金払

補助率を定めている→補助率

②過去における
　見直し状況

R6年度は、R7年度開催に向けての準備費補助を行った。R7年度は開催年度であるため、増額。

③支出先の決算
　の状況

決算額(全体) R6歳入 3,565 千円 R6歳出 3,411 千円 翌年度繰越額 154 千円

決算額(事業) R6歳入 3,565 千円 R6歳出 3,411 千円 翌年度繰越額 154 千円

R6歳入に占める補助金の割合 61.7 ％ 非該当

３　事後評価　【ＣＨＥＣＫ】

評価項目 担当課による評価 担当課の課題

①妥当性
補助することが適当か 適当

類似の補助金はあるか(あれば名称) なし

交付先の事業成果は向上しているか 向上している

補助を休止・廃止した場合の影響は 大きい

②効率性
交付先の事業実績を把握しているか 把握している

支出額・補助率は適正か 適正

４　今後の方向性・課題　【ＡＣＴＩＯＮ】

①方　　向　　性
　（複数選択可）

１現状のまま継続 　 ２補助内容を見直す

③有効性

補助の目的は達成できているか 達成できている

②課　　　　　題
　（改善状況等）

ねんりんピック岐阜２０２５は7年度開催のため、8年度以降は補助金を支出しない。

３縮小・減額を検討

４統合を検討 ５終期を設定 ○ ６休止・廃止を検討


